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公会計における固定資産評価（２）

2009.9.24

船戸　明

【1】 資産価値評価方法の整理

《内容》前提：基準モデル

	
	
	開始時簿価
	再評価
	新規取得

	土　　地
	事業用資産
	★固定資産税評価額を基礎とした評価
	★原則3年毎に再評価（固定資産税評価額を基礎とした評価）

★5%以上変動した場合は、評価替え
	★取得価額

	
	販売用土地
	★帳簿価額と「時価評価額－販売経費等」のいずれか少ない額（低価法）
	★毎期、健全化法の評価に合わせて評価替え
	★開始時簿価と同じ

	
	インフラ資産
	★取得価額または再調達価額
	★再評価は行わない
	★取得価額

	建物等の償却資産
	★再調達価額から減価償却累計額を控除した金額
	★再評価は行わない（定額法による減価償却）
	★取得価額


《結論》●公正価値評価する固定資産は、さほど多くありません。

●開始時にいい加減に計算した簿価は、今後ずっと継続します。

【2】 開始時簿価の実務

（1） 土地

1 事業用資産

《方法》・有償・無償に関係なく、固定資産税評価額を基礎とした金額
《結論》●開始時点で、一度、再評価したのと同様になります。

2 インフラ資産底地

《方法》・原則、取得価額
・取得価額不明の場合、再調達価額（＝固定資産税評価額を基礎とした金額）
《結論》●再評価しないので、取得価額が基本です。

（2） 土地以外の資産

1 原則
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《方法》・【直接、再調達価額を用いて計算】


再調達価額　＝　再調達のために必要な事業量　×　単価




＝　保険金額（建物、立木竹等の保険金額）




＝　不動産鑑定評価額　等


開始時簿価　＝　再調達価額　－　減価償却累計額


　　　 　　　　　 ・【取得価額を用いて計算する場合】

再調達価額　＝　取得価額（事業費）　×　デフレータ（※）


開始時簿価　＝　再調達価額　－　減価償却累計額


　　　 　　　　　 ・【再調達価額、取得価額不明の場合】

ア）道路、プール等：直近の補助金算定基準を利用して標準工事単価を算定


イ）ア）不明の場合、直近数ヵ年の建設工事実績による単位当たり平均工事費等。

　　（※）デフレータ

・建物：全国市有物件災害共済会の建物構造別・用途別デフレータ

（別表B8）

　　　・建物以外：国土交通省の建設工事費デフレータ（別表B5）

2 資産計上を要しないもの

《内容》・耐用年数経過し、償却済の資産

　　　 ・残存価額50万円未満の物品や小規模資産等、重要性が低いもの

　　　 ・法定外公共物

　　　 ・部落有、財産区有の資産

3 建物

《方法》・【Ａ】保険金額による再調達価額　－　開始時までの償却累計額

　　　 ・【Ｂ】取得価額　×　デフレータ　－　開始時までの償却累計額

《論点》・建設時期不明の場合の耐用年数　→　使用可能年数を見積もる

　　　 ・建物と附属設備は区分するのが原則

　　　 ・開始時は、附属設備と一体でもＯＫ

　　　 ・取得価額不明の場合、別表B9による建物構造別・用途別単価表を採用してもよい（この単価には、附属設備を含む）。

《結論》●保険情報を採用する実務が多いように感じます。

4 工作物（道路）

《方法》・路線単位路面整備費　×　デフレータ　－　開始時までの償却累計額

　　　 ・年度単位路面整備費　×　デフレータ　－　開始時までの償却累計額

　　　 ・幅員別道路延長　×　道路幅員別単価　－　開始時までの償却累計額

《イメージ》実務研究会報告書　図12

	区分分け
	標準設計
	設定
	単価（例）

	幅員
	9.0m以上


	幅員12m
	歩道・側溝あり
	300千円/m

	幅員
	5.5m以上9.0m未満
	幅員6m
	歩道・側溝あり
	140千円/m

	幅員
	4.0m以上5.5m未満
	幅員5m
	歩道・側溝なし
	22千円/m

	幅員
	1.5m以上4.0m未満
	幅員4m
	歩道・側溝なし
	18千円/m


《論点》・道路以外の工作物の場合、直近5～7年の工事費実績、構造別の工事費実績等から平均工事費を求める方法もＯＫ。

　　　 ・幅員別を採用した場合、経過年数に仮定を置く必要がある。

《結論》●取得価額は、ほぼ分かりません。ルール決めが重要です。

5 物品

《方法》・取得価額（デフレータ適用せず）

　　　 ・再調達価額（同性能資産の市場価額）

　　　 ・取得時期不明であれば、耐用年数を合理的に見積もり

6 立木竹

《方法》・対象は、樹齢・樹種が管理され、市場性のある分収林等

　　　 ・調査により一本当たりの価額を把握している場合は、その価額

　　　 ・上記なければ、保険金額（樹種、樹齢、面積により決定）

《論点》・時の経過とともに、価値増加　→　重要性に応じて再評価検討

　　　 ・評価替頻度は、6年に1回程度でもＯＫ

　　　 ・資産価値のない雑木などは、計上対象外

　　　 ・減価償却は行ないません。

《結論》●いずれにせよ、重要性はありません（おそらく）。

7 地上権、地役権、借地権等

8 ソフトウェア

9 電話加入権

10 リース資産

【3】 倉敷市資産評価問題点実例

（1） 土地については、取得価額の記載が無いものが大多数であり、地目や地積が記載されていない物件も多少見受けられた。

（2） 立木竹については、分収林の杉と檜以外は把握しておらず、他の市有山林内にある雑木等の樹齢や本数は不明である。財産に関する調書に記載されている材積も推定でしかなく、積算の対象とするほどの財産価値がないものがほとんどであると思われるため除外した。

（3） 建物については、一部に取得価額の記載が無いものがあり、主体構造や取得年月日が不明なものも多少見受けられた。さらに、建物附属設備を含めた形で台帳に記載されており、これらを用途ごとに区分し、それぞれに耐用年数を設定することは、今回の限られた時間のなかでは無理であった。また、建物と同時に整備されたエレベーター・舞台照明設備などの機械装置や据付型備品などは、独立した内容として台帳に存在しないことがあった。

（4） 工作物については、道路台帳や港湾台帳等の法定台帳以外は、台帳自体整備されていない。

（5） 道路については、現在の道路台帳作成以前に供用開始されたものについては供用開始日が不明である。さらに、極めて膨大な量があるにもかかわらず、台帳自体が紙ベースで作成されており、電子データを所有していない。取得価額についても、台帳整備の目的からは必要とされていないため、記載されていない。

（6） 橋りょうについても、道路と同様に道路台帳作成以前の供用開始年月日が不明であり、量も膨大である。これについても取得価額が記載されていないし、電子データも存在しない。

（7） 公園については、公園台帳に遊具や植栽等の記載があるものの、道路と同じく量が膨大であり、電子データが存在しない。さらに、公園内には噴水・水飲み場・植栽・フェンス等の多岐にわたる工作物や、照明設備やポンプ等の機械装置も混在しており、これらの構造や耐用年数を個別に判定することは出来なかった。

（8） 水門・樋門等その他の工作物については、台帳の整備がされておらず、所在地と箇所数が判る程度であった。また、材質としては、そのほとんどが鋼製であるが、中には電動式（機械器具）のものがあった。

（9） 古い道路、港湾、トンネル、橋りょうなどは、存在は確認できても、過去の個別の事業費を把握することは現実には不可能である。また、トンネルには照明設備が付属設備として存在した。

（10） 河川・ため池の護岸、水路などは、そもそも資産台帳という概念がなく、網羅すること自体が困難である。また、ある程度の年代以降、事業費総額は把握できるが、工事単位に遡って事業費を把握することは、現実問題として困難である。また、事業内容については、改修と浚渫があり、改修についても、コンクリート造、石造、鋼矢板、土造の補強など様々であり、護岸緑地の施工もあった。

（11） 事業費支弁人件費については、それぞれの資産への配賦を行なっていないので、計上しなかった。なお、今後についても資産へどのような方法で計上するかについては、今後の課題とした。
【4】 各務原市の資産評価基準
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